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Ⅰ 挨 拶 
Ⅰ-1 主催者挨拶 山田 啓二 京都府知事 

 
状況を含めまして、いろいろな外傷というも

のは予防できる。だからこそ私たち行政は、そ

れに向かって努力していかなければならない。

予防できるというよりは、できる限り予防して

いかなければならないのだという思いでありま

す。安心・安全というのはまさにすべての人の

願いであり、犯罪からの安心・安全、災害から

の安心・安全、病気からの安心・安全、さまざ

まな安心・安全がありますけれども、こうした

１つ１つの安心・安全はバラバラのものではな

く、トータルに還元して考えていくことによっ

て、府民のみなさま方の安心・安全を作れるものと思っています。これはハードの面でもソフトの面で

も一緒であります。 
交通事故を予防するために多くの人が運動を続けていく、それと同時に子どもたちの見守り活動があ

る、高齢者の見守り活動がある、１つ１つのハードとソフトが結びつくことにより、本当に安心・安全

なまちづくりへと進歩していくという風に思っております。 
その代表がこのセーフコミュニティであると思っております。そしてそれもただの運動というだけで

はなくて、世界の２０カ国を越える国が参加し、世界中が知恵を出し合って、その安心・安全を求めて

いく。日本では亀岡が最初でありますけれども、亀岡から世界の安心・安全を求める国々とのコネクシ

ョンが今できあがる。そのコネクションがまた京都を中心として日本へと広がっていく、という運動を

展開していきたいと思います。 
私ども京都府がまさに日本のセーフコミュニティの第１号として亀岡を選びましたのは、別に偶然で

も何でもありません。まさに亀岡というのは、ある面では京都の縮図ではないかなという風に思ってお

ります。土地としては新しい住宅地もありますし、また古くからのコミュニティもあります。工場も誘

致が進んでいる一方で、農業もしっかりと京都の大きな産業の基盤として栄えております。京都の持つ

伝統的な魅力、そして新しい未来への魅力を併

せ持つ亀岡こそ私は京都のすべての要素を兼ね

備えた、京都にこれを広めていく大きなモデル

となりうる地域だと信じております。こうした

取組に対しまして、協力をいただきました栗山

市長様はじめ、亀岡のみなさまにも心からお礼

を申し上げたいと思います。 
ただ、この試みは第一歩であります。今私ど

もは認証を目指して活動をしておりますけれど

も、認証も最終目標ではありません。本当にセ

ーフコミュニティが確立され、亀岡が安心・安

全のまちとして、そしてモデルとして日本に発信されることによって、大きな目的が達成されると思い

ます。 
どうかその日に向かいまして、みなさまのいっそうのご尽力を心からお願いを申し上げまして、私の

開会のお礼の挨拶とさせていただきます。本日は本当にありがとうございます。 
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Ⅰ-2 主催者挨拶 栗山 正隆  亀岡市長 
 
みなさまこんにちは。たくさんのみなさま

に今日はご出席をいただきまして、本当にあ

りがとうございます。亀岡におけるセーフコ

ミュニティの推進事業ですが、８月１５日に、

認証の申請をWHOの方に正式にさせていた
だきました。そして、昨日と一昨日の２日間

セーフコミュニティの第一人者であります

WHO のスヴァンストローム先生をはじめ関
係の先生方に亀岡にお越しをいただいて、亀

岡の取組の状況を見ていただいて、審査をし

ていただきました。亀岡の取組の状況につい

て、先ほど公表を聞かせていただきましたが、かなり高い評価をいただいているようです。本当にうれ

しいなと思っております。 
この今回の認証取得に向けての取組ですが、認証は取れても、もし取れなくても亀岡は今後いっそう

我々が進めてきています安全・安心のまちづくりを進めてまいりたいと思っております。どうかみなさ

まのご協力を賜りますように、お願いをする次第でございます。 
今日はこの後、スヴァンストローム先生、それからパク先生、立命館大学の中谷先生、セーフコミュ

ニティのモデル地区として実践をしていただいております篠町自治会の井内会長、こういったみなさま

に講演をいただきますので、講演を聴いていただき、セーフコミュニティに関する理解をいっそう広め

て、深めていただきたいと思っています。そして、亀岡が本当に安全・安心なまちとして、今後も発展

をしていきますよう、叶う限りの努力をしてい

きたいと思っております。そして知事の方から

も言っていただきましたが、亀岡から日本中に

安全・安心なまちとして発信をさせていただき

まして、さらにセーフコミュニティの取組の輪

が広がっていくようにしていきたいと思ってお

ります。 
今日はみなさま、まだまだ残暑が暑い中をた

くさんお越しいただきまして本当にありがとう

ございました。よろしくお願いします。 
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Ⅱ 基調講演 
Ⅱ-1 What is a Safe Community and How do we get there 

Lief Svanstrom (レイフ スヴァンストローム) 
スウェーデン王立カロリンスカ医科大学教授、ＷＨＯセーフコミュニティ協働センター代表 
URL:http://www.phs.ki.se/csp  E-mail:leif.svanstrom@ki.se 

 
 

 私はWHOにある、地域レベルでの安全を向上するための
安全センターのセンター長を勤めております。私たちは

WHO の暴力や外傷などを担当している部署と連携して取組
を進めています。それが１つの側面で、もう１つの側面は、

世界中に広がっているセーフコミュニティという取組があり

ますが、それを推進しております。 
私は普段、スウェーデンのストックフォルムにあるカロリ

ンスカ医科大学で教授をしています。しかしながら、ほとん

どの時間、世界中を飛び回っています。今まで私はこのセー

フコミュニティという概念

を６０以上の国で話してき

ました。そう考えると、ま

だ７０カ国も行かなければ

ならない国があることにな

ります。しかし、私はそれ

をやり遂げたいと思ってい

ます。 
 

 
私はスヴァンストローム一個人として、１４人のリーダー

であることを誇りに思っています。１４人のリーダーといい

ましたが、グループといいますか、１４人の家族のリーダー

ということなのですが、そういっている間に１５人に増えて

いるかもしれません。なぜなら、私の家族の中ではいつも誰

かが妊娠しているのです。だから、今頃１５人のメンバーに

なっているかもしれません。したがって、今日は個人的な話

をすることを、お許しください。 

私はこの外傷予防について４０年以上取り組み、地域

レベルでの安全向上に、３０年以上関わっていますが、

個人的というのはどういう意味かをお話ししたいと思い

ます。 
 
２年半前、突然起こったことというのが、この写真に

あるとおりです。ぜんぜん予期していなかったのですが、

突然４人の孫が生まれてしまいました。私には４人の子

What is a Safe Community?
And 
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Symposium for 
Safety Promotion in Kameoka
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Collaborating Centre
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Community Safety Promotion

Leif Svanström
Karolinska Institute

Department of Public Health Sciences
Division of Social Medicine

I am Leif Svanström
What did I do the last years

as a private individual?

Leif Svanström
Clan leader of 14 (15?)
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どもがいますが、偶然にも同時期に子どもを出産しました。この写真は左から２人目の子が、洗礼を受

けた日に撮ったものです。私のアジア人の孫です。みなさん見てお分かりになると思います。洗礼の式

が終わった後に家族で集まりまして、自宅で小さなパーティーを開きました。それぞれの家族が赤ちゃ

んをこのようなカゴに入れてやってきました。これは車のチャイルドシートです。スウェーデンでは着

用が義務づけられています。 
これは私が２５年前に導入するようにしたものです。そのときは、このようなシートはなかったので

すが、今ではスウェーデンのすべての車に、これを備え付けてられていまして、赤ちゃんは、必ずチャ

イルドシートに座っているという状況になります。その結果、スウェーデンでは、ほとんど赤ちゃんが

車の事故で亡くなるということを聞きません。私の娘や子どもたち全員がこのようにチャイルドシート

を使っているのを見て、私は非常に誇りに思いました。なぜなら、直接にはチャイルドシートをするよ

うに教えたことはありません。ですが、彼ら・彼女たちは自発的にこのように使っているというのを見

た時に非常に誇らしく思いました。 
 
安全というものは、私が第一に優先するものであるし、私の子どもにとっても第一位の事項です。そ

このあなた、安全というのはあなた自身の一番の問題です。そこにいる二人の女性、あなた自身の責任

の問題なのですよ。ですが、コミュニティ・地域も、それを支援することができるのです。あなたたち

が持っている安全に関する責任は決して人に譲るということができないものなのですね。コミュニティ

はサポートすることはできますが、それをコミュニティに任せるということはできません。 
なぜなら、もし事故にあったとき、家族を失ったときに、悲しむのはあなた自身だからです。どんな

にみなさんが、自分には責任がないと言い続けても、悲しむのは、みなさん個人の話なのです。この孫

が生まれるまで私の人生はもっと簡単だったのです。孫が生まれてからはいつもこの子たちのことが心

配でたまらなくなってしまいました。亀岡市では交通事故で亡くなる方が結構いらっしゃいます。です

ので、亀岡市では、交通の安全というのは、生まれた時から、亡くなるそのときまで取り組むことが必

要です。 
 
私の孫たちは非常に泳ぐのが大好きなのです。特に温

泉で泳ぐのが大好きで、でもそのためには１００％の安

全を確保しなければならない。それでこういうようなラ

イフジャケットを発明したのです。これで彼ら・彼女た

ちは完全に安全になります。スウェーデンはとてもたく

さんの水に恵まれた環境にあります。たくさんの川があ

ります。たくさんの湖があります。日本と同様に海に囲

まれています。このような中で私たちには水に対する安

全というのが非常に大切になります。神様を信じている

だけではだめなのです。 
これは孫たちが少し大きくなったときの写真です。こ

れを見ていただくと分かるとおり、私の庭はいろいろな

ものがあり自然が豊かです。子どもたちに安全な環境で

あるために私はネットを張り巡らしました。これは湖を

背にして撮った写真なのですが、冬場はすごく寒くなり

ます。なので、薪でストーブを焚きますが、そのときは

非常に危険ですのでその周りに囲いをしました。この囲

いは絶対に熱くなりません。なので、子どもは触っても

やけどをしませんし、火の危険から逃れることができま
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す。 
この男の子は、知的障害がありますので、何回教えても

無理があるのです。ほかの３人の女の子はもうそろそろ安

全について分かるようになってきています。ですが、この

男の子に関してはどうしても安全ということを学ぶことが

できないので、危険には無防備にならざるをえないような

状況になります。 
 
これが今の男の子のお母さんです。一番年下の娘で、３

１歳です。今、２人目の子どもを身ごもっています。彼女

は今ご飯の用意をしているところです。コンロの周りに囲

いのようなものをしてあるのが、おわかりになるでしょう

か。これがあると、子どもは絶対に火にかけてある鍋に触

ることができないのです。もし、娘が子どもを意識せずに

料理をしていて水が飛び散っても、これがあると絶対子ど

もにはかからない。私は、日本の台所を見たことがありま

せんが、おそらく似たような状態にあると思います。でも

これは、家に常に備え付けられているものではありません。

やはり購入しないといけない状況です。みなさんは、小さ

い赤ちゃんがやけどをしているところを見たことがありますか？たぶん、何人かの方は見たことがある

と思いますが、大変ですよね。赤ちゃんは非常に熱に対して敏感です。非常に危険です。人生の中でも

一番危険なことです。そう考えると、この囲いというのは非常に安い保険というか、危険から身を守る

道具ということになります。 
 

この写真は２人の孫がご飯を食べているところなので

すが、これは子どものための専用のイスです。みなさんも

これはお持ちですよね。ご存じですよね。このベビーチェ

アーは、イギアというのをご存じでしょうか、日本にもあ

ると思いますが、そこで買いました。とてもお手ごろな価

格です。つまり、私はこれを４つ持っているということな

のです。 
この障害を持っている男の子なのですが、彼は本当に自

分自身をコントロールできない状況にあります。ですので、

私たちはいつも彼に注意を払っておかなくてはならない状況にあります。 
そのために何ができるか、１つは安全な環境にするということ。もう１つはお父さん・お母さんがし

っかりとした見守りを行うということになります。私たちが分かっている「何が危ないか」ということ

と、子どもにとって「何が危ないか」ということは必ず

しも同じではないのです。 
 
私の女の子の孫の１人は癖がありまして、すぐどこか

に行ってしまうのです。２秒もあればすぐどこかへ行っ

てしまうのです。森につっこんでいくような早さでどこ

かへ行ってしまうのです。そこには、彼女がおぼれるか

もしれない池があります。ほかにたくさんの危険があり
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ます。ですので、私たちはいつも子どもたちに対して注意を払っていなければなりません。あなた方も

覚えているかと思いますが、子どもというのは動物と一緒なのですね。どうしようもない動物と一緒な

のです。子どもによっては、その時期が長い、年を重ねてもその時期が続く、ということもあります。

おそらく今日ここにいるみなさんにはそういう方はいらっしゃらないと思うのですが、他のところには

そういう方もいらっしゃる。 
 

これは男の子が二歳半の時の写真ですが、彼がようや

く歩くということを学び始めたところです。ですが、安

全のために常に補助具をつけています。私たちが子ども

の時は安全なブランコはありませんでした。ですが、技

術の発展によって、ますます安い価格によってより安全

性の高いものを手に入れられるようになってきているの

です。 
 
これを見てわかっていただきたいのは、大人の行動と

いうのが子どもにどのような影響を与えているかという

ことです。この３人の孫がどんなスポーツが好きかこの

写真を見ておわかりいただけますか？彼らは大きくなっ

たときには必ずラウンドホッケーをするようになります。

息子たちもラウンドホッケーが好きだったので、やっぱ

り彼らの子どもも好きになってしまいます。こんなステ

ィックなんか持たせたら振りかざして危ないのは目に見

えているのに。何でこんなことをさせるのかと、おじい

ちゃんの私は首を横に振るばかりです。 
でも、もし私が思っているように世の中がいけば、子

どもたちにとってはきっとつまらない世界になっている

と思います。ですので、私たちは彼らにとって人生が退屈でつまらないものにするのではなくて、いか

にこういう楽しみをうけながら、安全ということを確保で

きるかということを考えるということが私たちの役目にな

ります。 
 
私は釣りが大好きです。息子もそうです。なので、彼の

娘もやっぱり釣りが好きです。いまこれはちょうどネット

を持って釣りに出かけているところです。彼女の身につけ

ているものを見てください。これは大きいボートに乗った

ときには簡単に脱ぐことのできるジャケットです。池に落

ちたりしたときは、ほとんどの場合水は冷たい。もしベス

トを着ていなかったら１秒以上は我慢できない。もしみな

さんが落ちたりしても、命を守るために、まずできる予防

というのは、良いジャケット、暖かいジャケットを着ると

いうことになります。 
 
湖に行くまでに階段があります。１００段ありますが、

段差がみんな同じにしてあります。もし、段差がバラバラ
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だったら、必ずこの子たちは転びます。大人もそうだと思います。この段差のそれぞれの差というのは

３ｍｍ以上あっては危ないです。そうでなければ、必ず落ちてしまいます。子どもというのは、段差は

同じということを前提としていますので、その予測がは

ずれると、転落しやすくなってしまいます。 
４つの手すりがあります。一番高いところに、両手を

伸ばしてつかむことのできる手すりがあります。その下

の低い段のところにもう１つつけてあります。それは子

どもが握ることができる手すりであります。転倒は一番

重大な事故でもあります。なので、彼女たちは大人たち

を前にして、２人で手をつないで、手すりを持ちながら

歩いています。 
 
ではまた、私の経験に基づいて少しお話をしたいと思います。まず個人レベルでみなさんが安全につ

いて何ができるかをお話ししたいと思います。グループで、私の家族もある種グループといってもいい

ですが、そのレベルで何ができるかをお話ししたいと思います。 
それでは、どうやってコミュニティレベルで、地域レベルで、社会レベルで世界を安全にできるので

しょうか。そのためにはまず、自分の経験を広めていくということが大切です。なのでえ、私は、コミ

ュニティレベル、地域レベルでの安全の向上という

のは非常に大切だと思います。どう思いますか？同

意していただけますか？ 
 
亀岡市役所のみなさん、篠町、保津川町の自治会

の皆さん、昨日はありがとうございました。昨日お

話しいただいたことや視察したことは、みなさんも

お聞きになったらきっと感心されると思います。お

そらく他の地域も、自治会もきっと同じような取組

をされていると思いますし、もしそうでなくてもみ

なさんご安心ください。市の職員や亀岡市セーフコ

ミュニティ推進協議会のみなさんたちがきっと広め

てくれるはずです。 
コミュニティレベルの、地域レベルの安全という

のが、私たちが言っているセーフコミュニティとい

うものの意味になります。様々なレベルで安全の取

組ってできるのですね、個人、グループ、組織、国

や、地域や、社会や、そして世界レベルで取り組む

ことができます。セクターというのはいったいどの

ように考えられているのでしょうか。 
 

４人の赤ちゃんがチャイルドシートに座っている写真を覚えていらっしゃいますか？あれが交通事

故の安全というものをまさに象徴しているものです。これは私たちが交通安全にかけてきた努力の結果

が、あのような写真にあらわれていたわけです。もう１つが水の安全です。今学校に入る前に、幼稚園

や保育園で水の安全について学びます。私たちは安全への希望というものを作り上げていっているので

す。安全な遊びも作っています。この子たちをどんどんこういう環境で育てていくことによって、安全

Safety Promotion
SectorLevel
1       2       3       4       5      6        7       8      9       10     11    12     13

International
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Individual Safety Promotion 
done by the individual
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がどんどん広がることになります。安全なスポーツ、安全な公共施設、どんどん概念を広げていくこと

ができます。 
そのようにコミュニティレベルで安全に関して取り組

んでいる人たち、一緒になって分野の垣根を越えて取り

組まなければならない。たとえば行政の方で、交通の担

当の課の方たちが、「私たちは最大限の努力をしているん

ですから、他の部署のことは他の部署のことなので関係

ない。」といってやっていては、意味がないことなのです。

彼らたちは、警察だとか学校だとかいろんな分野の人た

ちと協力して進めていかないといけないのです。安全な

環境というものを作り上げるため、すべての家庭、すべ

ての学校やすべての組織が、協力しないと作り上げることはできません。 
 
セーフコミュニティには６つの指

標というのがあります。セーフコミ

ュニティになるためにはこの６つの

指標を満たさなければなりません。

１つめはより安全な地域づくりを目

指して分野や領域の垣根を越えて共

同で取り組む組織があるということ、

２つめはすべての性別・年齢・環境・

状況を対象にして長期かつ継続的な

プログラムがあるということ、３つ

めが危険度の高い集団、例えば危険

な年齢・地域・環境に焦点をあてた

プログラム、弱者を対象としたプロ

グラムがあること、４つめが外傷の

頻度・原因などを記録するプログラムがあること、５つめがプログラム・取組の過程・取組の結果・効

果をアセスメントするための評価基準があること、６つめが国内及び国際的なセーフコミュニティのネ

ットワークに積極的・継続的に参加すること。 
 
亀岡市ではすでに１番の垣根を越えた組織というのは設置されていますよね。今その組織に求められ

ていることをさらに発展させていくという取組になります。私は思うのですが、スポーツの安全という

ものにもっと取り組んでいくグループがあってもいいのではないかと思います。あと、職場の安全とい

うものに取り組むのも大切だと思います。もっとコミュニティレベルでの人々をサポートするような仕

組みがあってもいいのではないかと思います。 
地域レベルでの人たちも今とても熱心に取り組んでいますが、最新のデータ、最新の取組、最新の技

術をどうしても持ち合わせえないものがあります。そういうときに必要なのが、都道府県だとか、国レ

ベルだとか、あるいは国際的なレベルから得ることができる様々な技術や知識だったりするわけです。

ですから一番大切になるのは、センターとなるグループだと思います。中心となるグループは何かとい

うと、国際的、国レベルからの知識やノウハウを地域レベルまで落としこんであげるという役割ができ

るもの、そして地域での取組や地域でのノウハウを国レベル、国際レベルに持ち上げていく、この二つ

の方法を担う組織というのがセンターグループの役割になると思います。 

Indicators for International Safe Communities
Safe Communities have:

1. An infrastructure based on partnership and collaborations, 
governed by a cross-sectional group that is responsible for safety 

promotion in their community;

2. Long-term, sustainable programs covering both genders, all ages, 
environments, and situations;

3. Programs that target high-risk groups and environments, and 
programs that promote safety for vulnerable groups;

4. Programs that document the frequency and causes of injuries;

5. Evaluation measures to assess their programs, processes and the 
effects of change;

6. Ongoing participation in national and international Safe 
Communities networks.
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3. Programs that target high-risk groups and environments, and 
programs that promote safety for vulnerable groups;

4. Programs that document the frequency and causes of injuries;

5. Evaluation measures to assess their programs, processes and the 
effects of change;

6. Ongoing participation in national and international Safe 
Communities networks.
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ですから私たちは日頃から、国際的な大会・会議・コ

ンテストを国レベルでやったり、地域レベルでやったり

様々なレベルでやっている訳なんです。この活動という

のは、終わることのない取組なのです。これから、何百

年たっても続けて行かなくてはいけない取組なのです。 
男性と女性ではそれぞれさらされている危険というの

が異なってきます。すべての年齢層にそれぞれ危険な要

因というものがあります。あらゆる環境によって危険要

因というのは異なってきます。すべての環境・状況に危

険というのは形を変えて存在します。あなた方にアドバイスしますのは、サーベランスシステムを持つ

ことです。みなさんは、まだサーベランスシステムを始めたばかりで、データがまだできていません。

ですので、スリリングなこれからの取組になります。このデータが出たときに、データをもとにみなさ

んの生活の中で何が危険なのか、危険要因なのかが見えてくるのです。いわゆる、弱者といわれる方は、

一般の方よりも危険となる要因がたくさんあります。 
５つめは自分たちの取組を評価するという仕組みを持ってください。亀岡市には大学がございますよ

ね。京都市内にも、府内にも大学がありますよね。そのような専門機関と提携して、しっかりとした評

価基準を持ってください。大学の多くは大変なのです。生徒の卒業論文のテーマを探すのに必死になっ

ています。そういう人たちを使ったら、ほとんどタダで助けてくれるのではないかと思います。強いて

いえば、お茶の１・２杯でも出してあげれば、喜んで私たちを助けてくれるのではないでしょうか。 
６つ目は、国レベル、国際レベル、ローカルレベルでこのように情報の交換というようなことをして

ほしいと思います。どうかみなさん、恥ずかしがらずに、遠慮せずにどんどん世界や国レベルに出てい

ってください。国際レベルで見ても、みなさんがされていることというのは、決してひけを取らない。

どうか、たくさんあるアジアの国々にみなさんが日頃の生活の中でやっている取組を紹介してください、

共有してください。そして、彼らがみなさんのやっていることを真似できるようにサポートしてあげて

ください。 
１１月２２日から２５日の間に、タイのバンコクでセーフコミュニティでの大会があります。どうか

みなさん１人でも多くの方に来ていただきたいと思います。話を聞きに来るだけでなく、みなさんがや

っている取組をぜひ紹介してあげてください。みなさんの中には、英語ができないから、という方がい

らっしゃると思います。全然心配しないでください。みなさんの周りに誰か、英語のしゃべれる人がい

るでしょう。その人に、ちょっと助けてって言ってください。もしいなかったら、ここにいるチョ教授

に、ちょっと助けてください、といってください。 
 
この写真を見ると、これから私の孫が、これから始ま

る、長くて、暗くて、寒い冬に備えているというのが見

ていただけると思います。どうです、空がみなさんにハ

ローと手を振っています。これから、半年の間に私には

あと３人の孫が生まれる予定ですので、間もなく７人の

写真がここに飾られることになると思います。もちろん、

アクシデントゼロの場合ですが。どうかみなさん安全向

上のために取り組んでください。 
この写真は、この２日間亀岡市で見せてもらった、取

組の内容です。おそらくみなさんが関わられている活動があると思います。もしかして、みなさんの取

組も日本で初めてのセーフコミュニティになるのではないかと思っています。長時間にわたり、ご静聴

いただきありがとうございました。 
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※逐次通訳：白石陽子((株)マチュールライフ研究所) 
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Ⅱ-2 Key issues and challenges on Safe Community in Korea 
Nom-Soo Park 韓国アジョ大学医学部外傷予防及び地域安全向上センター准教授 

 
 

私は、韓国のスウォン市にあります亜州医科大学にあ

る認証センターというところに所属しています。まず、

みなさまのこれまでのセーフコミュニティへの取組に対

して敬意を表したいと思います。みなさまのこれまでの

取組というのが、亀岡がより安全な町になるためのしっ

かりとした基盤づくりにつながってきていると思います。

今日はここにお呼びいただいてうれしく思っています。 
今日、私がみなさまにお話ししたいと思っております

のは、現在韓国で行われておりますセーフコミュニティ

活動における課題と、それへの挑戦についてお話しした

いと思います。 
 
まず、韓国がどのようなセーフコミュニティの取組を

しているかということをお話ししたいと思います。韓国

が初めてセーフコミュニティへの取組を始めたのは、１

９９９年になります。現在８つのコミュニティがセーフ

コミュニティの認証を受けるため、取組を進めています。

そのうちの２つが認証を受けております。１つがスウォ

ン市で２００２年、２００７年にヂェジュ島が受けてお

ります。最初に認証を受けたスウォン市は、来月の４日

に再認証をされることが決まっています。 
また、自分たちのコミュニティの中でセーフコミュニティのプログラムを進めようとしている地域が

７つあります。 
 
今みなさんにお見せしているのは、セーフコミュニテ

ィ支援センターが提供しているセーフコミュニティの取

組の全体像になります。 
第一段階は、何が地域の課題であるか、何が危険要因

であるかということを明らかにすることから始まります。

課題や危険要因を見つけだしたら、その次に、それをも

とにどうやってその課題を解決するかを考えるというス

テップに入ります。 
その次の段階に、実際に計画を実行に移し、それを評

価し、プログラムを改善するというになります。このフ

ィードバックをした後に、プログラムを増やしたり、タ

ーゲットを増やしたり、拡張していくことになります。地域レベルのプログラムの場合は、コミュニテ

ィからの草の根的な動きが継続することで非常に大きな力を発揮します。ですので、私たちがセーフコ

ミュニティの取組を始めるときに、まず最初に教育だとか、周知のための方法だとか、外傷予防だとか、

安全とは何かとか、安全の向上だとかということに対する教育、あるいは周知・啓発が非常に大切にな

ります。 
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次に、大きな課題についてご説明したいと思います。もっとも大切なのは、外傷というものをしっか

りと理解をするということです。取組をする上で、外傷

というものを十分に理解せずに、正しい取組を進めるの

は難しいことです。みなさんは、外傷や安全と聞いて何

を思い浮かべますか？ 
 
韓国は、西洋とは違う概念があります。みなさんの前

にあるのは、WHO の安全や外傷に関する資料です。こ
の、WHO の取組を進めるに当たって、交通事故という
ものに重きを置いています。 
韓国では交通安全というのは警察の仕事だと考える傾

向があります。決して、保健や健康分野人たち

の仕事ではないと考える風潮があります。なぜ

それなのに、健康政策を進めているWHOが交
通安全というのを進めているのでしょうか。 
セーフティープロモーションは、人は大切と

いう考えの上に立つと、よりよい社会を作るた

めの方法をいうことになります。そのためには、

健康というものに対する考え方をちょっと変え

てみる必要があります。何が、私たちの幸せで

健康な生活に、影響を与えているか考えてもら

いたいと思います。たくさんの病気やケガなど

があります。私たち誰もが、病気やケガをしな

いで幸せに生きたいと思っています。健康と安

全というのは誰もが持つべき平等な権利です。

多くの場合、病気というのは健康問題ととらえ

ますが、なかなかケガ・事故というのはそのよ

うに考えない傾向があります。 
 
外傷というのは交通事故だけでなく、ケガと

かいろいろな要因も関わってきます。ケガとい

うのは、健康問題なのですね。それは個人だけ

の問題ではなく、社会に対して大きな負荷を与

えています。例えばケガが元で障害を持ってし

まうとか、社会に対する経費面でも非常に負荷

がかかってきます。包括的にこの外傷を予防するために

は、多面的な取組というものが必要になってきます。安

全というのは、健康の増進、あるいは福祉の増進のため

には必要条件です。セーフティープロモーションの取組

というものは、人々がどのように安全というものを理解

しているのか、そしてどういう方法を自分たちの地域で

とるべきか、を理解するというところにあります。 
 
２つ目の課題は、外傷の予防の可能性になります。外

傷というのは予防ができる病気というふうに考えること
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もできます。ある人は、このことを病気の放置と呼ぶこ

ともあります。 
多くの人は、事故によるケガは避けることも、予測す

ることも、予防することもできないと考えがちです。で

も、外傷の予防は、病気の予防と非常に似ているという

ことができます。もし、何によって外傷ができたかとい

うことを理解できれば、どうやってそれを予防できるか

ということにつながるわけです。最終的な安全というゴ

ールに向かうために安全向上する、外傷を予防する、治

療・リハビリをするということを、組み合わせてアプロ

ーチしなくてはいけないのです。 
 
例えば、車と自転車が衝突した事故があったとします。

もっとも理想的な方法は、車道と、自転車道を分けて設

置するということです。でも、それは、デザインをし直

したり、設計をし直したり、作り直したり、とても難し

いことです。 
このため、２つ目にできることは、教育とか、規制で

すよね。事故で頭を打つのを避けるためにヘルメットを

着用する、などが考えられます。最初に言いました、環

境的な変化、道路の改装だとかヘルメットを着用する法

規制だとかは、事故が起こる前にできることです。

事故が起こった後にしなければならないこととい

うのは、医療的ケアやリハビリであったりするわ

けです。この中でもっとも効果的な方法は何かと

考えたときに、ケガをする前に事故が起こるのを

防げば、一番効果的な方法なわけです。 
 
３つ目は、安全の向上は非常に複雑で複合的な

ものだということです。いかに安全な町を作るか

ということには、個人の取組、グループの取組、

コミュニティの取組、いろんなレベルでの取組が

組み合わされる必要があります。行動の変容、環

境の変容というのは、より継続的な安全という環

境を作るのに必要となります。社会構造を変える

というのは、人々の生活と健康と、社会構造を理

解する大きな助けになります。人々の環境と社会

的要因の産物の結果と見た場合ですね、知識とそ

れによって得られるものを基盤とした解決法を見

つけようといったことになります。 
 
 
 



 14

この取組をするとき、１つの分野だけで取り組んでも

うまくいかない、いろんな分野の取組が協力して、初め

て安全が確立されることになります。ですので、私たち

は一緒に取り組むということが必要になります。でも、

保健の分野以外では、ケガというのは健康問題だと考え

る傾向が、まだまだ低いようにと思います。先ほどもみ

なさんに見ていただいた６つの指標というのに沿って見

てみますと、私たちはそれぞれ自分たちの分野だけに固

執するのではなく、範囲を広げ、他の分野の人たちと交

わっていって、一緒に取り組むということが大切になり

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
次に、スウォン市の取組を元に、コミュニティでどのように継続的なセーフコミュニティとしての発

展をしてきたかを紹介したいと思います。 
 
図を見てください。これを見てみると、死亡率と

いうのがだんだん下がってきていると思います。 
紫の折れ線グラフ、交通事故になりますが、これ

はだんだんと減ってきています。一方で、自殺の数

が、非常にのびてきているのが、見ていただけると

思います。 
特に１４歳以下の交通事故の数というのが、非常

に低く、ゼロになっています。その中でも４歳以下

というのが、非常に低くなっています。 
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セーフコミュニティの評価の指標を見ていただ

くと、子どもや高齢者にとって、家庭内というのが、

危険の要因になっていると思います。私たちの取組

のフィードバックを見ていただきますと、教育によ

ってこの取組が効果を生んでいるということが分か

ります。 
この図を見ていただきますと、一番左が満足して

いない、真ん中がまあまあ、右が満足しているとい

うことになりますが、これを見ると、８年前、プロ

グラムを始める前の満足度は非常に低いですけれど

も、取組が終わった後の結果を見ると高くなってい

る、ということが分かります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
それで、私たちは、コミュニティの方に、次のよ

うな指導をしています。まず、このプログラムをど

う見ていますか、何なのですか、ということを問い

かけます。次に、目標は何ですか、と問いかけます。

どの年齢層にこのプログラムを用いますか、と問い

かけます。次に、どういうような環境を取組の対象

にするか、ということを説明します。外傷予防と安

全向上ためのプログラムを作るに当たって、どうい

うケガを対象にしますか、それを予防するためにど

ういう取組をしますか、どういう組織と協力して取

り組むことができますか、そして最後に自分たちの

取組をどうやって評価しますか、ということを問い

かけます。 
例えば、地域というのがより安全な場所となるた

めには、いろんな分野の方が、一緒になって取り組

む必要があります。例えば、高齢者の方が安全に生

活を送るためには、そういう人たちが一緒になって

取り組む必要があるのか、ということを考えていた

だければ分かると思います。 
例えば、それぞれの取組において、それぞれのや

り方があって、それぞれの目的があって、高齢者の
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安全という同じゴールを目指して取り組んでいます。 
しかし、どうしても高齢者の転倒による死亡の率

や受傷率を、良い方向へ向ける効果を得るのはとて

も難しいことです。みなさんは、最終的にはどのよ

うな効果を得たいと思っているのでしょうか。ここ

で必要なことは、プログラムを継続していくことで

す。 
まずは、共同の目標を持って、そこに向かってビ

ジョンを持って取り組むということが大切になりま

す。それぞれの分野が、自分たちの専門性を最大限

に生かしながら、連携して進めていくことが大切に

なります。 
まず大切なのは、すぐに終わるようなプログラムではなく、長く続けられるような取組というのを、

それぞれの専門分野が連携して、進めていくということが大切になります。 
 
 
みなさんに１つお伺いします、セーフコミュニテ

ィの効果って何でしょう？もし、あなたの地域がセ

ーフコミュニティの取組を始めたときに、あなたは

まず何をしたいですか？もちろん、まず最初に思う

のは、ケガが減る、それによる負担を減らすという

ことです。私たち誰もが、安全と健康というのは等

しく持つ権利があります。それは私たち個人個人が

同様に、行政であったり、国であったり、地域であ

ったりそれぞれがそれを担う責任があります。安全

を向上させる取組というのは、地域の財産である私

たちに対するもっとも効果的な投資であるといえる

のではないでしょうか。 
最後になりますが、みなさんにこのセーフコミュ

ニティという概念を正しく理解していただいて、み

なさんで、協力して取り組む、つまりコミュニティ

レベルで取り組んでいただくことが、地域がもっと

も安全でかつ、みなさんが健康で過ごすことができ

る、亀岡市になる近道になると信じています。 
ありがとうございました。 

 
 
 

※逐次通訳：白石陽子((株)マチュールライフ研究所) 
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Ⅲ 報告講演 
Ⅲ-1 社会調査からみたセーフコミュニティ活動の課題  

～安心安全と健康をつなぐ社会的結びつき～ 

中 谷 友 樹 立命館大学文学部人文学科地理学専攻准教授 
 

 
全体は５部から構成されておりまして、この調査でど

のようなことをやったかという紹介と、それをふまえま

して、今現在、亀岡市の中での外傷と健康に関する実態

を整理します。そのあとで、健康や外傷をめぐって決ま

っているであろうと思われます、安心・安全な暮らしが

できているかという実感について整理させていただきま

す。最後にこのセーフコミュニティ活動に関して、参加

の可能性やその所在というものについて、セーフコミュ

ニティへの関心をお聞きした部分から、整理させていた

だこうと思います。 
 
１ 調査の概要 

この調査は主に、２つの目的を持って行いました。１

つは、セーフコミュニティ活動に亀岡市は昨年から取り

組んでいるわけですけれども、その活動が認知されてい

るのかどうか、そして賛同していただいているのかどう

か、こういったセーフコミュニティ活動に関する可能性

を探ろうという点がある。 
もう１つは、第１段階に行うのは、外傷のリスクとい

うのがどうなっているのか情報を集めることだというの

がありましたけれども、それを集めよう、整理し

よう、外傷リスクに関する１番最初のベースライ

ンを調査しようという。そのほかにもいろんなア

イデアをお持ちの方がいらっしゃると思いますの

で、そういったアイデアを募集するという意味合

いもございましたが、今日は割愛させていただき

たいと思います。 

 
調査方法は、いわゆる郵送調査といわれるもので

ありますが、各世帯に、世帯に関する質問と個人に

関する質問をそれぞれ調査票にまとめまして、これ

を郵送で回収いたします。 
調査の配布に関しましては、自治体の広報誌・回

覧を通して配布いたしまして、亀岡市民のみなさま
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の９割以上の世帯をカバーしました。 
回収率は４世帯に１世帯がご回答いただいてい

るという状況であります。地域ごとに若干の温度差

はあるものの、軒並み高い回収率を達成できたので

はないかと思います。 
調査組織でありますが、私を含めまして、このよ

うなメンバーで調査票を企画して実施いたしました。

調査票をお読みいただきましたみなさま方には、深

く感謝申し上げます。 
 
 
 

２ 外傷と健康の実態 

それでは集めましたデータについて、順次整理さ

せていただきたいと思いますが、まずは外傷、そし

て健康に関する主観的な評価、みなさんが自分自身

でどう思っていらっしゃるのかについて、個人レベ

ルで集めた情報から整理したいと思います。 
これは主に個人票から得ているものでありまし

て、１８歳以上の方が対象になっております。子ど

もに関しては入っておりません。子どもに関しては

世帯表で質問しているのですけれども、今回集計が

間に合いませんでしたので、１８歳以上の方だけで

お話しさせていただきます。 
個人票では何を聞いているかといいま

すと、過去１年間にケガや転倒をしたこと

があるかどうか。ケガの内容はどのような

ものなのか、そして自分で自分の健康をど

う思っているのか、ということに関する調

査。そして、個人をつないでいるネットワ

ークの状況、気軽に相談ごとができる知人

や、何かあったときに助けてくれる身近な

人々がどれくらいいるのか、そういった指

標を質問しています。 
これが、ケガの経験を整理したものです。

左側が男性で、右側が女性です。年齢別に

なっておりまして、緑色が、一年間１度も

ケガしませんでした、黄色がケガしたけれ

ど医療機関に行かなかった。オレンジ色が通院したことがある。赤色が入院したくらいひどいケガをし

たという分類です。男性も女性も若干４０代で高く、若年層も高くなっており、これは、おそらくスポ

ーツ中にケガをするのが多いと思います。また、高齢者層で６０歳を越えますと、ケガの経験が上昇し

ていくことが分かり、年齢差がはっきりしていることが分かります。 
ケガをする頻度でいえば男性の方が多いのですけれども、深刻さの度合いからいうと女性の方が深刻

なことが多いということも高齢者層でははっきりしております。これは通院と入院をしたケガに絞りま

して、どこでケガをしたのかというものを整理したものです。 
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年齢階級別に場所を６種類に分けまし

た。左側が男性ですけれども、一番下が自

宅、次が学校、次が運動場・体育館、職場、

道路上、それ以外区分できないもの。 
住環境が集計しておりますので、区分が

難しいところがございまして、若干まだ怪

しいところもいっぱいあるのですが、学校

っていうのは、だいたい体育の授業中や部

活動中に起きている、スポーツとかなり関

係が深い。農林地というのは、職業で農業

をされている方が作業中にぎっくり腰にな

られるパターンが多いようになっています、 
道路上はやはり交通事故が多いのです

が、中には犬に噛まれたや、殴られたというような犯罪めいたものも中には混ざっています。たいてい

は車にはねられたとかそういうものです。 
一方、自宅の方ですけれども、多岐に渡っていて集計が難しいのですが、段差に躓いてというのが高

齢者層では明らかに多くなっています。ムカデに刺されたなどもありますが、その辺の細かい状況は別

の機会に集計させていただきたいと思います。 
 

これは視覚的に見て自分が体の痛みを覚え

て仕事ができなかったとか、そういったフィ

ジカルな面において健康かどうかを質問した

集計結果です。 
これは８項目の質問を集計してつくられる

得点ですけれども、上の方が健康的となりま

す。日本人の平均が５０点となっているので

すが、これは年齢に伴い、６０代ぐらいから

ポイントは低下していきます。この辺は常識

と照らし合わせても違ってこないと思います。 
次は精神的な面での健康状態で、気分が落

ち込んでいる、仕事がうまくいかなかった、

そういったものについて集計したような得点

があります。これも８項目の質問を合成して

作られているものでありまして、上に行くほ

ど健康的ということになります。 
横軸は年齢階級、男性と女性で区別されて

います。これも５０点が日本人の平均で、そ

れを信じてしまうと亀岡市のみなさんはあま

り健康でないということになってしまうので

すが、調査のベースとなっている時期の違い

がありますので、あまり深く考えないでくだ

さい。 
このスライドを見てみますと、６０代から、

高齢化に伴い精神的に落ち込む度合いが進ん

でいくというのが分かるのですが、見ている

と１回下がって上がるという傾向があります。よく見ていただくと、４０代ぐらいが１番落ち込む時期
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だったりします。この辺りが、中間管理職の自

殺の問題と関係するように思うのですが、この

時期に社会的責任が重くのしかかってきて、子

どもの成長を見守る上でも重要な時期なってい

ると思います。こういった時期を精神的にうま

く乗り切れるかどうかというのは、重要だと思

います。 
６０代で一番状態がいいというのは、世間で

は定年になって仕事を失った人がブルーになっ

て来るという話がありますけど、むしろ逆でも

うすぐ定年だということで、その前後が一番心

の上では健康なのかもしれません。 
こういったものが、どういったものと関連して健康状態に影響するのかについて、いろいろな指標で

調べてみたのですが、非常に関係が深かったのは、気軽に相談できる友人や知人がどれくらいいるのか

ということです。上のスライドで右側が気軽に相談できる人が６人以上で、左が誰もいないという方な

のですが、特に精神的なスコアは友達がたくさんいる方が、あきらかに男性も女性も優れています。 
 
転倒というのは非常にケガの大きな要因になるのですが、特に女性に関してみますと、フットワーク

が豊かな人ほどケガにあう可能性が低くなってくるということになります。これは因果関係にあるかも

しれません。ケガをしたことによって、女性の

方はより内に籠もってしまう、ということかも

しれません。いずれにしましても、ケガや転倒

などという外傷の機会というものと、社会的な

結びつきの度合いという間には、密接な関係が

あって、ある一面では豊かな人間関係を築いて

いる人の方が健康的いられるという面がありま

すし、逆に転倒やケガを契機にして、自分の生

活の質を落としてしまう、ネットワークを失う

ということも起こりうる、ということを示唆し

ています。 
 
整理いたしますと、ケガや転倒については、

明らかに性や年齢に応じた特徴を持っておりま

すので、それに対応した今後の施策を考えてい

くことが当然必要であります。それから、ケガ

や転倒の経験というものは、身体的・精神的と

もに健康というものを目指すポイントになって

くることは、間違いないと思います。そして、

社会的に孤立するというのが、精神的な健康を

低めるとか、重要な要因になっていることは過

去の経験からいっても間違いないかと思います。 
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３ 安心安全感と生活の質 

次に、世帯での暮らしの中で、安心・安全感と

いうものがどうなっているのか、個人の健康や外

傷の経過を含めて、もう少し広い意味で、安全な

コミュニティになっているかということについて

の評価をしていきたいと思います。その指標は世

帯表に含まれているのですけれども、世帯主の方

にこのような質問にお答えいただきました。 
「亀岡市の暮らしは総じて安全で安心なものと

思いますか。」、そう思うという人が３３．４％で

すから、亀岡市の暮らしはどちらかといえば、安

全な暮らしができているといえるのではないかと

思うのですけれども、そう思わないという方も２

割いらっしゃいました。 
何が不安かという点については、今後家族が巻

き込まれるかもしれないという不安について、い

ろんな項目について質問しましたけれども、やは

り１番多いのは交通事故でした。交通問題に関し

ての不安が一番大きい、次が自然災害、火事、犯

罪に巻き込まれること、学校でのケガ、とかそう

いうものです。 
実際、交通事故が多いわけですし、交通事故に

対する不安が大きいというのも、主観的な面と客

観的な面が対応しているケースじゃないかと思い

ます。自然災害については、みなさんが重大な被

害を過去受けたわけではないですけれども、一回

起こってしまったときの不安というのが大きく関わっていることも間違いない。この安心・安全感と暮

らしぶりの評価というのはやはり大きな反比例にあります。 
 
右図は「亀岡市の暮らしに愛着を感じて

いますか」という質問と、安心・安全感に

ついての関係を見たものです。愛着を感じ

ている、強く感じているという人は安全で

安心だと思う割合が５０％、ですから、愛

着を強く感じるという人は、非常に安心な

場所に暮らしていると思っている。逆に全

く感じないという人は、愛着をあまり感じ

ない。 
亀岡市の暮らしに満足していますかと

いうことについても、全く同じ傾向にあり

ます。亀岡市の暮らしに満足している人は、

安心・安全な暮らしを送っていて、不満足

という方は、ほとんど安全で安心だと思わ

ないという関係がある。この暮らしの質を大きく決めている安心・安全感は、精神面に大きな影響を与

えます。例えば、すぐ思いつく事例として、過去にケガや犯罪を受けてしまった人が、安心・安全感が

大きく変わるのではないだろうかと思われています。 
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左側はケガの経験がある場合と、ない場合で、

安心で安全だと思いますか、ということを聞きま

した。たしかにケガをした人のほうが安心・安全

感が下がります。安心で安全かという質問に対し

て、全くそう思わないという人が若干増えていま

すが、その差はそんなに思ったほど大きくはあり

ません。 
もう一つの犯罪被害の方は、もう少し強く出て

います。犯罪の被害を受けた人は、安心・安全な

暮らしを送れるかといわれると、そうは思わない

という人が当然増えてきます。 

 
次に、世帯所得との関係を見ますと、あまり明

確な差はでていません。１２５０万円を超える所

得のある方は、若干、安心・安心だと思う人が増

えますが、所得によって安心・安全感がすごく変

わっているわけではなさそうです。 
 
では、何が一番強く効いているのかといいます

と、「地域でのつき合いの深さ」である、というの

が１つの結論になります。 
右図は地域でのつきあいと安心安全感の関係を

示したものです。右側が「あいさつもない」、左側

は「生活面で協力関係がある」という場合で、右

に行くほど地域での付き合いが薄い方々ですが、

右に行くほど安心・安全だと思わないという割合

が増えている傾向にあるということが分かります。 
こういった点でも明らかに地域的な人間関係を

豊かにするということが、安心で安全な雰囲気を

作る上で大きな鍵になることが分かると思います。 
なぜこうなるかというと、１つは孤立している

ほど自分は犯罪に遭いやすいという思いを持ちや

すいということもあるでしょうし、犯罪にあって

しまった後、立ち直る自信がないとかいろいろな

要因が重なっているのではないかと思うのですが、

いずれにしろ孤立するということは人間をどうし

ても弱くしてしまい、いろんな複雑な要因の大き

なポイントであることは明らかであると思います。 
そうしますと、安心・安全感を向上させるとい

うことは、亀岡での生活の満足度と、その向上と

密接な関係があることは間違いないということに

なります。ですからセーフコミュニティを進める

ということは、生活の満足度を大きく改善するこ

とと、基本的には同じだと思います。そして、安
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心・安全感の向上には、ケガや犯罪の被害の軽減だけではなく、地域とのつながり、人間を孤立させな

い、というのも大きなポイントになっていることも見逃さないでいただきたい。 
 
４ セーフコミュニティへの関心を決めるもの 

３番目の分析でありますけれども、セーフコ

ミュニティの関心について整理させていただき

たいと思います。世帯表の最初に、セーフコミ

ュニティの理念についての賛意をお聞きしまし

た。「多くの事故・自殺・犯罪による死亡やケガ

は偶然の結果ではなくて予防できるもので、こ

の考え方に賛成しますか」と訪ねたところ、非

常に多くの方が賛成という回答をいただきまし

た。３／４の方が基本的にはこの意見に賛成で

した。 
もう一つの質問は、「では、このセーフコミ

ュニティ活動に関心がありますか」というもの

で非常にこれは漠然とした質問です。参加して

くれますか、という質問じゃなくて、関心があ

りますかということですから、ある意味では一

番敷居が低い質問ではないかと思うのですが、

関心のある方は半数を超えていらっしゃいます。 
非常に高い関心と、期待があるのだろうとい

うことは、この結果を見れば分かるのですが、

左側に比べると関心があるという肯定的な意見

の割合が減ることも見逃さない方がいいと思い

ます。つまり、意味に賛成するということと、

自分がセーフコミュニティに関わっていこうと

いう意志を持つかというのは、おそらく別のこ

とだということが読みとれると思います。 
 
では何がこのセーフコミュニティ活動に関

心を「持つ」「持たない」を決めているんでしょ

うかか、いろいろな要因について調べてみまし

た。これは年齢階級別、それから性別、性別は

世帯主もしくは、世帯票を回答してくれた方の

性別ですが、基準となる集団に対して、他の集

団が何倍関心を持っているかということを示し

ています。 
ですから、この年齢については、３０歳未満

の方を基準にしまして、７０歳代の方は１．８

倍ぐらい関心があるということになります。こ

のグループのグラフが上方に長いほど関心が高いということになります。 
やはり、６０を境にして、関心を持つという人が非常に増えてきます。特に、定年を迎えまして、今

の仕事に代わることの活動に対するモチベーションを持っていただけるということもあるのではないか

と思います。女性の方が若干男性よりも関心をもたれる方の割合が高いですけれども、あまり大きな差

はありません。 
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また、世帯所得でありますけれども、所得が

低いと参加できない、おそらく生活に余裕がな

いということを意味しているのではないかと思

います。 
 
ふたたび、地域との付き合いが深く関係して

おりまして、あいさつもまれというグループを

基準にしますと、あいさつを交わすとか、世間

話をするとか、生活面で協力関係があるとか、

地域的な付き合いが深くなるほど明らかにセー

フコミュニティ活動に対する関心は高くなる。

こういった層が、今これから取り組もうとする

ことに関してすぐに協力してくださる方々を多

く排出するということになるわけです。 
 
でも一番強く効いているのは何かといいま

すと、地域への愛着があるかどうか、強く感じ

る人が、全く感じない人の８倍から９倍ほどセ

ーフコミュニティ活動に関心を持っています。

この地域のあり方というのは、安心・安全感と

非常に密接な関係にあります。ですから、地域

のあり方の代わりに安心・安全感について調べ

てみると、「安心で安全な暮らしが亀岡でおくれ

ますか」という質問に対して、「全くそう思わな

い人」に対して、「安心・安全な暮らしがおくれ

ていると思う人」は６倍以上。明らかに強くセ

ーフコミュニティ活動に反応しています。 
これは、少々興味深いというか、問題点を含

んでいます。というのは、自分が今安心で安全

な暮らしを送っている方々が、セーフコミュニ

ティ活動に主に関心を持っている。今自分は安

心で・安全な暮らしを送れてないと思う人はセ

ーフコミュニティ活動に関して、参加に対する

関心がないということを意味しています。 
どうしてだろうと、１つは、信頼がないとい

うことなのかもしれません。自分たちが参加し

ても何か達成されるということがないのではな

いかと。所詮自分たちが何かやったところで、

どうしようもないだろうと信頼に対する問題が

あります。 
もう一つは、生活に余裕がない中では活動に

参加する余裕がないから参加できないという気

持ちがあるのかもしれません。 
整理いたしますと、セーフコミュニティに対
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する関心について、期待については大きいわけですけれども、意味に賛成することと、関心を持って参

加していくことにはズレがある。そして、安心で安全な生活が営めていない人ほど、セーフコミュニテ

ィ活動に関心を持たない、若しくは自主的には参加できない、というような状況にあるいうようなこと

が言えるのではないでしょうか。 
 

５ おわりに 

では、最後に何が言えるのだろうか。これが

結論でありますけれども、１つは、いろいろな

社会的な結びつきと、健康やけがの状況、安心・

安全感すべて密接なつながりがあります。 
人の関係に豊かさを持たすということは、安

心・安全な社会をつくっていく非常に大きな基

礎になっていくことは間違いないと思います。 
最近ソーシャルキャピタル論（社会関係資

本）、人間の関係において、豊かさを考えるとい

うことが、地域の重要な資本となっていって、

その地域をより良くする大きな基礎的な資源に

なっているということがよく言われます。これ

は、明らかにこれから推進していくべき大きな

１つの方法だということは間違いないと思いま

す。 
しかしながら、個々人がその取り組みに対し

て関心があるから、その人が利益を享受できる

というのは、セーフコミュニティの活動理念で

は必ずしもありえない。個々人の意識や取り組

みだけに任せるのではなくて、人間関係の豊か

さも含めて、安全な環境をつくっていき、関心

がない人にも利益が享受できるような環境をつ

くるということが、これからのセーフコミュニティ活動の忘れてはならない点ではないかという考えを

持っております。 
そして、それをさらに進めるためには、最後に、セーフコミュニティ活動への期待をさらに高めるよ

うな事例を、モデル的なケースをつくっていくことによって、信頼がないと答えた人に対しては、信頼

をつくっていくということが大事ではないかと思っています。 
以上で私の発表を終わらせていただきます。どうもありがとうございました。 
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Ⅲ-2 セーフコミュニティ 篠町自治会の活動 
井 内 邦 典 亀岡市篠町自治会長 

 
みなさんこんにちは。これから篠町のセーフコミュニ

ティについての取組をご説明申し上げます。篠町でもま

だこれからセーフコミュニティに取り組んでいき、こう

いうことをするのだという形では明確には伝えておりま

せん。これからのことです。これからご説明申し上げま

すことは、ほとんどの方がもうすでに取り組んできてい

るであろうことがたくさんあります。 
 
篠町というのは、亀岡の東の玄関口にありまして、亀

岡市の縮図です。亀岡市にあるものはすべてあります。

いいサンプル地帯だと思います。人口は１万８千人、所

帯数は６，２００所帯ありまして、それを３６の地区で

構成します。自治会館が１つと、３６の地区単位の公民

館というのがありますし、学校は２つの中学校、３つの

小学校、幼稚園が１つ、保育園が３つ、消防署、文化セ

ンター、図書館、市民病院を始め、医療機関がたくさん

あります。 
各科のお医者さんもたくさん住んでおられます。デイ

サービス等の福祉の施設も整っております。集落は駅前

の高層住宅から始まりまして、高層住宅、住宅地、そし

て旧集落が混在しておりますし、京阪神へのベットタウ

ンとして人口がなお増え続けているところであります。

この老ノ坂で、国道で京都につながり、ＪＲで馬堀駅か

ら京都につながるというところでございます。 
 
篠町では活発にまちづくり活動ということを行ってお

ります。にぎわいのある町、このにぎわいというのをテ

ーマにしまして、人がお互いに挨拶をする、また立ち話

ができる、さらにもっと深い絆ができる。こういった人

の絆ができあがっているのが、にぎやかな社会であり、

こういったことは、自分たちでやろうと思えば自分たち

でできることです。 
篠町では、これを自分たちでやろうということで活動

していまして、今年で４年目になります。毎年このよう

なアクションプランということで、どういうことを具体

的にやるのか決めて進めまして、現在は２００７年度、

４年度のプログラムを実行しているところであります。 
 
具体的には１番から、めがね橋を中心に案内板を立て

たり、篠町宣言といってゴミのポイ捨てや犬の糞をなく

す町にしようと呼びかけをしたり、このようなエリアを

増やそうとしています。 
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２番目はどんなことかといいますと、馬堀駅前で七

夕であるとか、千灯会であるとか、門松といったもの

を飾り、人のふれあいの場所をつくる大きなイベント

をやるということ。 
３番目は安心・安全のまちづくり、今年はセーフコ

ミュニティで、日本で最初の認証をとるための手助け

をしようということも含んでいますが、実は昨年から

取り入れていまして、篠町のふれあいマップだとか、

安心・安全で暮らすための自主防災訓練とか、いろん

なことをやっております。 
４番目は、こういう様々なまちづくりを実施するに

は、区長を始め各種団体の役員が必要となりますが、現役で仕事をしておられる人は簡単には集まらな

い。ボランティアには時間が余っていて、多様性のある人材が必要なわけですから、別の形でまちづく

りのために、たとえば長尾山に市民参画で散歩道をつくりますよ、農園を耕しますよ、めがね橋を掃除

しましょう、といろいろな切り口で絶えず人を集めています。集まってきてもらった人は、そこで活動

して交流を深めてもらう、そして今度はまちづくり活動をしてもらうという仕掛けを作っています。 
５番目はコミュニケーションの強化と、町民の交流の拡大、特にたくさんの人達が住んでいますので、

私たちは双方向のコミュニケーションを行うようにしています。自治会便り、ホームページ、区長便り

などいろいろな形で発信して、自治会館でしたら、毎日９時から３時まで暇だったら来てくださいとい

った形の運動をしています。 
６番目は親子の交流、親子揃って来てくださいというイベント、凧作り教室や凧揚げ大会、星空観察

というようなことをやっております。いずれも人々のふれあいをつくろう、人と人との絆、関係をつく

ろう、こういったふれあいと人の絆があることが、安心・安全に繋がるのだということが、私たちのま

ちづくりのテーマです。 
 
私たちは自分たちでも良くやっているな、順調にい

っているなと評価しているのですが、外部からも高く

評価されていまして、大変光栄だと思っております。 
今年の２月には自主防災会が知事表彰を受けまして、

３月は亀岡市から熟年パワー発揮団体ということで第

１号の認定を頂きました。８月には、めがね橋の環境

整備で国土交通省と道路協会の２つの団体から表彰さ

れるなど、外部からも高く評価されたということは幸

いなことであります。 
 
それでは、セーフコミュニティについてですが、セ

ーフコミュニティは、昨年の１１月に、市役所のこん

な話から始まりました。 
「セーフコミュニティのモデル地区になってくれま

せんか」ろ話がありまして、私はいろんなことを頼ま

れるので、今度は何をやるのですかと聞いたら、「篠町

はまちづくりを一生懸命やってるから基盤整備がいら

ない、社会の基礎、活動の組織、そういったものがで

きているから、何もしなくてもいいくらいですよ。亀

岡市はこれからWHOの日本１号の認証を受けるため
にチャレンジするので協力してください。」と言われた
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ので、セーフコミュニティってなんですかと聞いたら、簡単な説明があったのです。そのとき、確かに

これはすばらしいことだと、絶対に地域あげてやらなくてはいけないと思いました。 
すぐ帰って、区長会を開きまして、みんなと相談しました。そしたら、みんなでやろうということに

なりまして、何をするかなどについて話し合いました。 
１つは、取り組んだ結果、事故や事件やケガは３０％～４０％減るということは過去に提唱されてい

る、これは私たちが言いました、まちづくりの安心・安全を高めるといった目標と全く合致します。こ

れはすばらしいことです。 
２つめは、因果関係といったものを科学的データ、関係機関でもサポートします。これは大変すばら

しいことだと思います。私たちはまちづくりをするのに、町の住民だけが集まってやるのではなく、専

門なところとか、専門なノウハウを持ち込んで、一緒に仕事ができるというのはこれからのまちづくり

活動のレベルアップにも繋がる、ということで私たちはこれを絶対やろうと決めました。今もこれは効

果があると確信して動いているところです。 
 

その後、セーフコミュニティとして最初に取り組んだ

ことは、地域で現況を知るということです。まず、説明

会を開催し、４回のワークショップを行いました。その

中で熱心に討議しました。地域の現状を知るという中で

我々が経験的・感覚的に知っている問題というのはだい

たい５つ６つありました。子どもの安全、高齢者の安全、

交通の安全の問題、犯罪に対する安全、災害に対する安

全、こういった問題が的を射て出てきました。 
ワークショップから出てきたこういった事実に、京都

府、亀岡市、保健所などの力を借り、公的機関のデータ

を照らし合わせて、私たちもいくつかの分科会だとか推

進会、いろんな形でこの取組をいたしまして、現在は篠

町でセーフコミュニティのアクションプランという形で、

５つの項目で発表しようというふうに考えています。 
 
その１つめは、向こう三軒両隣の篠町のふれあいマッ

プ、みなさんもご存じのように、向こう三軒両隣という

すばらしい良好な関係があったのですね、今、それが薄

れているところに、いろんな問題がある。 
そこで、このいい制度をもう一度復活させようという

ことで、何をするかといったら、２０所帯ほどからでき

ている隣組の人が集まって、白い大きな紙に手書きで、

家の名前を書くのです。そしてその当主の名前を書く。

ここに書いてあるのは、１つは昼間の家族数、こちら側

は夜間の家族数、○印は災害時の要支援者、△は高齢者

といった形で、自分の町の中にはどういう人がいるのか

を記す。２つめは、災害時の一時避難場所と大きな災害

が起こって、亀岡市に災害対策本部が設置されてそのと

きに開かれる避難所です。これを家族が誰でも知ってい

るということは、外で働いている人はたくさんいますか

ら、帰って来て連絡がつかないときの情報センターにも

なるわけです。 
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このマップは、このような形で、隣近所で集まって

つくるわけです。そして活用は、高齢者の見守りにも

なりますし、災害の要支援者というだけではなしに、

健康な人も、様々なことの見守りという形で大変役に

立つと思います。こういうものをつくって問題になる

のは、保管はどうするのかということです。これは隣

組の人間が知っていればいいことですから、隣組の人

間の頭に入れたら破って捨ててもいいのです。 
篠町では何も、区長に提出しろとか、自治会長に提

出しろとか言っていません。「各隣組でつくってくださ

い。」、「区長、あなたのところではつくりましたか。」、

そのイエス・ノーだけでどこまで浸透しているかを量ろうという方式でやっております。 
かたや、亀岡市ではふれあいのネットワーク制度に取り組んでいます。私たちはこれらが補完しあっ

ていくことが、一番うまく動いていく方向だと考えています。 
このふれあいマップはセーフコミュニティになって始めたものではありません。この亀岡市のふれあ

いネットワーク制度がスタートした時点にスタートしました。しかしまだ、浸透率がそんなに高くあり

ません。セーフコミュニティを機会にこれを全町に拡大していこうというのがアクションプランの１つ

めでございます。 
 

２つめは各種の安心・安全の見守り隊というものを

考えています。１つは高齢者見守り隊ですが、現在篠

町においては、一人暮らしの高齢者が、二百数十名お

られます。民生、児童委員は担当を決めまして、それ

らの人たちを少なくとも２ヶ月に１回はカバーしてい

ます。実際訪問する場合、電話で安否を確認する、そ

してまた、自分たちだけではなく、消防と一緒に廻り

ます。これは防火の観点から、警察は防犯との観点か

ら、民生・児童委員さんと同行して廻るということを

しています。 
学校の児童が、手紙や花をつくってこれを高齢者に

届けるということもしています。また、高齢者の集いということで、高齢者の方に集まってもらって、

食事会をして、コミュニケーションをもってもらうということや、１年前から篠町は警察署の高齢者事

故防止モデル地区に指定されまして、高齢者の事故をなくすための取組を進めています。 
そのときのキャンペーンの１つなのですが、高齢者は自分たちの勉強する場だけじゃなしに、自分た

ちが学んだことを、他の高齢者にも広め、活動に参加するように働きかけていこうとしています。そし

て、先ほどいいました「向こう三軒両隣」ふれあいマ

ップ、こういったことを総合しながら高齢者を見守る

ということをしていきたいと思っています。 
 
安心・安全の２つめは子ども見守り隊です。亀岡市

は全町内にわたって学校のガードマン制があると聞い

ております。そして、その他にも子ども見守り隊、こ

れは各地各様のものがあります。篠町にもいろいろな

子ども見守り隊があります。 
学校は危険箇所の把握、通学の安全、不審者情報に

対して、マップもつくっていますし、子ども１１０番
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の家も完備されています。学校安全メールという情報に基づく緊急連絡網、あるいは対応ということも

現在取りかかっています。 
こういったことも踏まえた上で、篠町やつつじヶ丘

の多くの地域では、この１０月から、毎週水曜日は子

ども出迎え日ということを始めようとしています。こ

れは何かといいますと、水曜日の子どもの帰ってくる

時間に、家の前の掃除をしたり、お花に水をやったり

しようと。 
買い物に行くときは、子どもの帰ってくる前か後に

行ってくださいと、お店の前でついでに、子ども見守

り隊に参加してくださいと、犬と一緒に散歩する人、

１人で散歩する人、そういう人もこの時間に散歩して

くださいと、農業をされている方は子どもの帰ってく

る道のそばで、その時間は作業をしてくださいと、でき

るだけ水曜日は子どもを全員で迎えるのです。 
 
次は、安心・安全の防犯パトロールです。これは防犯

推進委員が非常に熱心でして、篠町の地区内を自治会の

車をパトカーにしまして、ブルーの回転灯をつけて、毎

週土曜日、８時から全町をくまなく廻り、防犯を訴えて

います。かたや、他のみなさんは、保育園や学校やいろ

んなところへ行って、防犯の知識を普及する防犯劇も演

じておられます。 
 
３番目には、南丹元気づくり体操というのがあるので

すが、これは京都府南丹保健所が高齢者の転倒予防のた

めに開発した運動です。篠町には１４名のインストラク

ターがいらっしゃって、いくつかのグループが活動され

ていますが、活動しているところが非常に限定されてい

る。何が問題なのだろうと、いろんな話をしてみたら、

なかなか人を集めるのが難しい。じゃ、自治会や区長が

そういう機会をできるだけつくりましょう、これは１つ

の解決策ですね。 
２番目は、講習会場。これは自治会館については無料

で貸しますよと。最近は、公民館・集会所等も洋間が多

くて、このうえではなかなかできにくいというので、マットを準備しまして、音楽やビデオがあったら

やりやすいというので、ビデオも買って、もっと南丹元気づくり体操を広めて、転倒といったことを防

止していこうと。 
さらに、私たちは運動会とか各種のスポーツ大会を

やっています。十分な準備体操をして取り組んでいる

のですが、今後は、南丹元気づくり体操をこういった

ところのストレッチ運動にも取り入れたいと。そして

学校の運動会などのときにも取り入れていったらいい

のではないかと考えています。 
 
４つ目は今までやってきたまちづくりのいろんな活
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動、こういったものをどんどんやって、人と人との基盤をつくって楽しみながら、人が互いに交流をし

ていくことを推進しながら、セーフコミュニティをつくる大きな原動力としていこうと考えています。 
 
５つ目にはですね、このプロジェクトというものは、

社会が取り組み方を変える。そのためには我々が考え

方だとかを良く理解しなくてはいけないわけです。そ

ういった意味で私たちは、セーフコミュニティの概念

ややっていることをみんなに良く知ってもらって、よ

く分かってほしい。そして、社会全体で安全に対する

意識を変えようということを考えています。 
こういった普及活動というのを５番目の柱としまし

て、亀岡市全体にも京都府にも、日本中、世界中のネ

ットに繋がるわけですから、そういうところへの情報

発信ができていけたらいいなと考えています。 
実際には、来月からセーフコミュニティ通信というのを、発行していきたいと思いますし、篠町自治

会のホームページにセーフコミュニティのコラムをもう少し増やして、もっとコミュニケーションにつ

とめ、これを周知していきたいと考えています。 
 
以上が篠町のセーフコミュニティの取り組みだ

と、発表しようとしていることです。安全というの

がみんなの願いでありますけれども、なかなかセー

フコミュニティの認証取得を達成するにしても、１

つのアイデア、また他のアイデアがたくさんありま

す。こういったアイデアをバラバラにやるのではな

く、まとめてシステム的にして取り組んでいくとい

うことが、成功のキーではないかと思いますし、ま

たこういった新しいことをおこすにはリーダーシッ

プ、引っ張っていくエネルギーというのが大変必要

だと思います。 
そういった意味では、各組織のリーダーにそれぞ

れ活躍いただきまして、セーフコミュニティについ

てみんなで考えていただきたいと思います。そうい

った意味で、ここにがんばれと書いてあるのは、自

分たちに対して、また周りに対して頑張ろうといい

ながらこれを実現していこうということでございま

す。 
ご静聴ありがとうございました。 
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Ⅳ 質疑応答 
 
１ セーフコミュニティの再認証について 

本日は貴重なお話を頂きまして、ありがとうございました。パク先生のお話の中で、スウォン市で

再認証されるというお話があったかと思うのですが、再認証というのは認証後、絶対に出てくるプロ

セスなのか、なぜ再認証ということをされるのかということを伺いたい。 
 

■回答：チョ・ジュンピル教授 

セーフコミュニティの認証をしてしまうと、その

コミュニティは盛り上がりがどんどん下がってくる

傾向があります。運動して取得するまでの勢いがな

くなってしまう。コミュニティによっては、ずいぶ

んと取組が低下してしまう。そういうコミュニティ

に５年という期間を経て、取組を引き続き継続して

いただくために、盛り上がりが低下してきたコミュ

ニティにもう一度やる気になっていただくために、

再認証というシステムを作っております。再認証は

私が代表を務める認証センターが担当しまして、認証と同じようなプロセスを経て、もう一度認証す

るということをいたします。 
 
 
２ 活動に対してのプロセス評価結果について 

さきほどのパク教授のお話の中で、セーフコミュニティの活動のプロセス、満足かそして不満足か、

安全に対しての評価という話をされていたと思うのですが、確かに最後に安心と安全が増えているの

ですが、逆に不満・不安というのも倍ぐらいに増えているのではないかと思うのですが、その辺の理

由で分かっていることがあれば伺いたいのですが。 
 
■回答：パク・ナムス准教授 

今のご質問についてですが、グラフでは一番右の方が「満足」で、その次が真ん中で、左側が「満

足でない」ということになっており、そのグラフの「満足でない」のところで、不満や不安が増えて

いるのではないかというご指摘だと思うのですが、これを答えた方というのは、行政関係者がほとん

どで、なぜこれを答えたかというと、指標でどう感じたかというのを、行政の方が自分たちで取組を

した後に、自分たちの最初に掲げた目標に達成できなかったと感じた人が、ここに加わったために、

達成したと感じなかった人が増えているという背景があることをご理解ください。 
 

 

３ 食の安心・安全について 

セーフコミュニティには食品に対する安心・安全というのはないのでしょうか。 
 
■チョ・ジュンピル教授 
もともとの取組の対象というのが、それぞれ自分たちのコミュニティで何が問題なのか、安全に対

する課題なのか、ということから始まったことですので、最初は食の安全というものはありませんで

した。しかし、この取組が何十年と続いてくる間に、特に最近アジアでの取組が活発になる中で、中

国のほとんどのコミュニティで食の安全というのが、プログラムの中に含まれるようになっています。 
このような状況をふまえまして、近いうちにフードセーフティという形で、指標をつくりたいと思

っています。 
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中毒など毒に対する安全というのは元々ありましたので、もちろんそれに関連して食に関する安全

というのは必要だと思います。その問題が出てきたのが特に昨年からということなので、こらからと

いう問題になります。逆に今ここでこういう声が挙がったということは、亀岡市から始まるというこ

とも考えられると思います。 
 
 
４ 病院の取組について 
病院としてはどういった取組をされているのかお聞かせください。 

 
■亀岡市山内企画課長 

亀岡市は、市立病院を持っていまして、その他救急外来の病院、個人開院の医療機関などがあるの

ですが、今年から新たに外傷サーベイランスの取組を始めました。セーフコミュニティに取り組んだ

中で、死亡者というのは人口動態から統計上把握できるのですが、実際にどれだけの方がケガされて

いるのかというデータは全くございませんでした。 
警察署では警察案件に関わったデータのみですし、消防救急隊は救急搬送したデータのみ、市民が

どれだけケガをしているの、どれだけ事故に遭っているのかというのは全く分かりませんでした。一

番分かるのはどこかといったときに、やはり医療機関かなということで、ケガで医療機関に行かれた

際に、初診の際に、もう一枚カルテをとっていただいて、データをためていこう。いつ、どこで、何

が原因で、どういったケガをしたのかというのを調べていこうということになっています。 
今、市内の３０ほどの医療機関で、データを取りだしています。この４月から始めまして、３ヶ月

の集計をしました。多くの方が実際にケガをされている事実が分かってきましたし、家庭内での事故

というのが最も多いということが分かりました。 
ケガというのは外でというふうに考えがちなの

ですが、実際には家庭の中で、生活の中でケガをさ

れているという方が一番多いです。しかも、転倒と

いうのが一番多いというのが分かりました。 
もう少しデータをためて、分析して、対策として

何ができるのかを考えていきたいと思います。 
そういった面で、医療機関では医師会を中心にケ

ガ防止ということでデータを集めていこうというこ

とで協力を頂いています。もちろん、医師会、病院

の院長というのは、セーフコミュニティのメンバー

として一緒に研究チームを作っていまして、検討委員会のメンバーです。以上です。 
 
 
５ セーフコミュニティアンケート調査について 

アンケート調査において、何が安全を脅かしているかということで、交通事故が一番と出ていたの

ですが、自殺に関しては安心・安全を脅かすものとして問いの中で聞いていないのでしょうか。 
 
■ 中谷友樹教授 

自殺は聞いていなかったと思います。今回の調査の中には自殺に関してのリスク評価というのは入

っていない。どういったセーフコミュニティ活動に参加してみたいですかという質問に関しては、自

殺予防というプログラムについて選択肢があるわけですけれども、私のお見せしたスライド自体は、

今後何年かの間に、世帯の誰かが次のような事故に遭う可能性はあると思いますか、という質問に関

しては自殺という項目は入っていなかったと思います。 
 



 34

■ レイフ・スヴァンストローム教授 

中谷教授の発表の中で２５％の方がこのアンケートに回答したということなのですが、この結果と

いうのも、取組が進むにつれてより関心が高まるだろうということです。やっぱり鍵となるのはいか

に安心・安全を感じるかということと、意識が高まるのかということで、これは、どのくらいこの取

組に関わるのかに相関します。関わりというのは、

非常に大きなキーポイントで、取組の高まりが安全

に関する高まりだろうし、安全に対する実感も高ま

るだろう、ということでこれからも引き続きこのよ

うな調査を続けてください。 
中谷教授の発表の中で明らかになったのは、スポ

ーツと仕事場での安全というのが大きな要素である

ということです。これは、亀岡市の取組では比較的

弱いと思われるポイントです。ですからぜひ取り組

んでいただきたい。そのためには、中年層の方、仕

事をされている方、あるいはもっと若い方たち、そ

ういう方が主になって自分たちで問題を見つけて、話し合って取り組むことが大切になると思います。 
このような調査をされたことは、とてもすばらしいことだと思います。 

 
■ 中谷友樹准教授 

回答率に関して、２５％しか回答されていないという見方もあるのですが、郵送調査としては、非

常に高い数値であります。統計学的に見れば４世帯中１世帯しか返してないわけですから、結果にゆ

がみが入っている可能性は捨てきれないというのは、間違いないと思います。この点について学問的

には、年齢とか構成を細かく見て、その部分を調整しながら慎重に分析するということは、ある程度

は可能です。そのような調整はしていますが、今のところそんなに大きな結果の違いというもの出て

いません。 
このような、マイナスの面はありますけれど、外傷サーベイランスと比べても重要な点もあると思

っています。というのは、どこでケガをするのかというのは、いろんなケースがあるのですけれども、

外傷サーベイランスというのは、亀岡市内の病院でしかできないのですね。亀岡市はベットタウン的

な側面が強くありまして、働いている方は、京都市とか大阪とかに出られてケガをされているという

傾向が結構あると思います。外傷サーベイランスで出た結果と、アンケートによって、ここに住んで

いる方がどこでケガをしたかというのは、違う情報をもたらす可能性があるので、相互に補いながら

外傷サーベイランスと社会調査的なもので、比較しながら分析していけるといいなと考えています。 
ですから今後も、何年かたってからベースラインの評価をもう一度検証する意味で実態調査をして

比較してみたいと考えています。 
 
 
６ 医療機関の協力について 

大分県の中津市でも外傷サーベイランスに取り組んでいるのですが、亀岡市関係の方にお聞きした

いのですが、医療機関の協力数が３６カ所と、非常にたくさんの医療機関に協力いただいているよう

です。おそらくボランティア的な協力だと思うのですが、いかにして協力体制をいただいたのかとい

うこと、それから、回収に関して、これだけ多いと大変だと思うのですが、どの機関がどのように行

っているか、集計はどこがやっているのかお聞きしたいと思います。 
先日、亀岡市さんに私どもの外傷サーベイランスを視察いただいたところですが、参考までに先行

事例を１つ情報としてお伝えしたいと思うのですが、調査票の病名に脳挫傷というのがあるのですが、

この脳挫傷というのを勘違いしてくる医療機関がかなり多い。頭部の擦過傷と思われるものを、脳挫

傷をしてくる医療機関が多いようなので、１つ情報として提供しておきたいと思います。 
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 ■ 山内亀岡市企画課長 

短期でこういうことに取り組んだわけですけれども、その陰では保健所の力が大変大きかったと思

っています。保健所にリーダーになっていただいて、各医療機関個別に依頼頂きました。もちろん医

師会を通じてでもですし、それ以外にも保健所長自

ら医療機関に出向いて、セーフコミュニティの理念

を説いて、１つ１つ理解を頂いたということが大き

な力になったと思っています。それと、今やってい

るのは救急告知の医療機関・病院と外科、整形、小

児科、整形外科、眼科、耳鼻咽喉科、そしてつい先

日から歯科にもご協力いただくようになりました。 
回収ですけれども、保健所と市の保健センターの

職員で月２回、回収をしていただいています。回収

しましたデータは、すべて保健所に集約しまして、

保健所でデータ分析を頂いて、個人情報保護の関係もありますので、分析された結果を研究会にデー

タとして提出いただいて、そこでその対策を検討する、というシステムになっております。 
 

以上 2007年 9月 23日 亀岡セーフコミュニティシンポジウム 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 
京都府安心・安全まちづくり推進室 TEL075-414-5079 

ＨＰアドレス http://www.pref.kyoto.jp/safecom/ 




